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月２回のお米
コメ市場に関する情報がここに凝縮されています。

毎月第2・第4木曜日 夕方発行

新潟コシヒカリ

TOPICｓコメの需給DI by 農林水産省 Monthly Report

12月のコメの需給は少し改善しているがまだ悪い 12月の米価水準は低いが改善している
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12月のコメの販売数量は、11月より改善している 12月のコメの販売数量は、昨年より悪い

1月のコメの販売数量は、12月より減るだろう 1月のコメの販売数量は、昨年より悪い

1月のコメの販売価格は、12月より上がるだろう 1月のコメの販売価格は、昨年より安い
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12月のコメの販売価格は、安いが改善した 12月のコメの販売価格は、昨年より安い

12月のコメの在庫は減少した 12月のコメの在庫は昨年より多い
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注１：価格には運賃、包装代、消費税相当額が含まれている。

注２：全銘柄平均価格は産地銘柄ごとの前年産検査数量

ウエィトで加重平均した価格である。

農林水産省が公表したコメマンスリーレポートによると、10月の「米の相対取引価格（出荷業者）」は

玄米60㎏当り1万4,896円となり、前月比▲112円安、前年同期比▲849円安となり、2020年産に

入ってから3カ月連続の値下がりとなっている。

過去5年間（2015～2019年）の平均である1万5,688円との比較でも▲792円安い。

また2020年産に入ってからの9月以降、12月までの平均は1万5,028円となっており、これは2016年

産以来4年ぶりの低水準である。

特に、直近3年間の価格の推移で比較すると、2020年産は、2018年差、2019年産よりかなり安い水

準である。

TOPICｓ相対取引価格は下落の傾向 by 米穀安定供給確保支援機構

（単位：円/玄米60kg）

　 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

平成21年産価格 15,169 14,988 14,876 14,754 14,684 14,602 14,508 14,383 14,314 14,120 14,110 14,106

平成22年産価格 13,040 12,781 12,630 12,711 12,710 12,687 12,750 12,760 12,807 12,857 12,896 13,283

平成23年産価格 15,196 15,154 15,178 15,233 15,273 15,327 15,303 15,374 15,412 15,567 15,643 15,541

平成24年産価格 16,650 16,579 16,518 16,540 16,587 16,534 16,534 16,508 16,442 16,293 16,148 16,127

平成25年産価格 14,871 14,752 14,637 14,582 14,534 14,501 14,449 14,663 14,467 14,328 14,040 13,684

平成26年産価格 12,481 12,215 12,262 12,142 12,078 12,044 11,943 11,921 11891 12068 11949 11,928

平成27年産価格 13,178 13,116 13,223 13,245 13,238 13,265 13,252 13,208 13329 13265 13209 13,263

平成28年産価格 14342 14307 14350 14315 14366 14319 14307 14379 14455 14442 14469 14458

平成29年産価格 15526 15501 15534 15624 15596 15729 15673 15779 15735 15692 15666 15683

平成30年産価格 15763 15707 15,711 15,696 15,709 15,703 15,688 15,777 15732 15702 15716 15,706

令和1年産価格 15819 15733 15,690 15,745 15,824 15,752 15749 15775 15777 15642 15556 15531

令和2年産価格 15143 15065 15,010 14,896

農林水産省 「米の相対取引価格（出荷業者）」
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TOPICｓコメ小売り価格は下落 by 農林水産省

全国主要銘柄の小売

り価格は下落している。

なお、全国平均小売

価格は上昇しているが、

これは農林水産省によ

るデータの通りである。

農林水産省がまとめた11月の「民間コメ在庫（出荷及び販売段階における民間在庫）」は、346万ト

ンで、前月比23トンの増加、前年同月比29万トンのプラスとなった。過去5年間の平均323万トンとの

比較においても、23万トンのプラスとなっている。

TOPICｓコメの在庫は増加 by 農林水産省

TOPICｓコメの一人当たり消費量 by 農林水

農林水産省がまとめた11月の「米の１人１ヵ月当たり消費量の推移」は、4,757グラムで、前月比は

131グラムの減少となり、また前年同月は75グラム（1.6％）のマイナスとなった。前年同期比がマイナ

スとなったのは、2019年3月以来のこと。
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農林水産省がまとめた「コメ・パン・めん類の月当りの購入数量」によると、11月は、コメが5250グ

ラムで、前年比3の減少となった。パンは3618グラムで同6％のマイナス。めん類は2843グラムで同

7％のプラスとなった。コメの前月比はこの月を含め2カ月連続のマイナスとなった。

TOPICｓ「コメ・パン・めん類の購入数量」のうちコメは前年同月比2カ月連続の減少

掲載される情報は株式会社コモディティー インテリジェンス (以下「COMMi」という) が信頼できると判断した情報源をもとにCOMMiが作

成・表示したものですが、その内容及び情報の正確性、完全性、適時性について、COMMiは保証を行なっておらず、また、いかなる責任を持つも

のでもありません。

本資料に記載された内容は、資料作成時点において作成されたものであり、予告なく変更する場合があります。

本文およびデータ等の著作権を含む知的所有権はCOMMiに帰属し、事前にCOMMiへの書面による承諾を得ることなく本資料およびその複製物に

修正･加工することは堅く禁じられています。また、本資料およびその複製物を送信、複製および配布・譲渡することは堅く禁じられています。

COMMiが提供する投資情報は、あくまで情報提供を目的としたものであり、投資その他の行動を勧誘するものではありません。

本資料に掲載される株式、債券、為替および商品等金融商品は、企業の活動内容、経済政策や世界情勢などの影響により、その価値を増大または

減少することもあり、価値を失う場合があります。

本資料は、投資された資金がその価値を維持または増大を補償するものではなく、本資料に基づいて投資を行った結果、お客様に何らかの障害が

発生した場合でも、COMMiは、理由のいかんを問わず、責任を負いません。

COMMiおよび関連会社とその取締役、役員、従業員は、本資料に掲載されている金融商品について保有している場合があります。

投資対象および銘柄の選択、売買価格などの投資にかかる最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願いします。

以上の点をご了承の上、ご利用ください。

今後の見通し

新型コロナウィルス対策の非情事態宣言で夜8時以降の外食産業が休業していることが、コメの需要にも影響を与

えている。ただ、新潟コシヒカリの先物価格は14000円を割り込むことは無く、12月以降は14000円～14500

円の間でもみ合っている。下げ止まり感はあるものの、2月7日に非常事態宣言は解除される。その時点でまだコロナ

の収束が見られなければもう少し待つ必要があるかもしれない。2月中旬からワクチン接種が行われるため、時間の

問題でコロナは終息すると市場は見ている。谷深ければ山高しであることを期待したい。

株式会社コモディティー インテリジェンス

〒103-0014東京都中央区日本橋蛎殼町1丁目11-3-310

会社電話： 03-3667-6130 会社ファックス 03-3667-3692

メールアドレス： kondo@commi.cc
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